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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 24日 (2006.3.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 弁 尖 を 有 す る 心 臓 弁 を 修 復 す る た め の 装 置 で あ っ て 、 以 下 ：
　 弁 尖 係 合 チ ッ プ ；
　 該 弁 尖 係 合 チ ッ プ 上 に 配 置 さ れ た 弁 尖 把 持 機 構 ；
　 該 弁 尖 係 合 チ ッ プ 上 に 配 置 さ れ た 展 開 可 能 な フ ァ ス ナ ー で あ っ て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 留
め 要 素 を 備 え る 、 展 開 可 能 な フ ァ ス ナ ー ； な ら び に
　 該 把 持 機 構 お よ び 該 フ ァ ス ナ ー と 連 絡 す る 作 動 シ ス テ ム で あ っ て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 作
動 モ ー ド を 有 す る 、 作 動 シ ス テ ム ；
を 備 え る 、 装 置 で あ っ て 、
　 こ こ で 、 該 第 １ の 作 動 モ ー ド の 該 作 動 シ ス テ ム に よ り 、 該 把 持 機 構 は 、 第 １ の 弁 尖 を 把
持 し 、 該 第 １ の 留 め 要 素 を 該 第 １ の 弁 尖 に 展 開 し 、 続 い て 、 該 把 持 機 構 は 、 該 第 １ の 弁 尖
を 解 放 し 得 ；
　 該 第 ２ の 作 動 モ ー ド の 該 作 動 シ ス テ ム に よ り 、 該 把 持 機 構 は 、 第 ２ の 弁 尖 を 把 持 し 、 該
第 ２ の 留 め 要 素 を 該 第 ２ の 弁 尖 に 展 開 し 、 続 い て 、 該 把 持 機 構 は 、 該 第 ２ の 弁 尖 を 解 放 し
得 ； そ し て 、
　 該 作 動 シ ス テ ム を 、 該 第 １ お よ び 第 ２ の 作 動 モ ー ド で 、 独 立 か つ 連 続 し て 操 作 し 得 る 、
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 １ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 複 数 の 留 め 要 素 を 有 す る 複 数 の フ ァ ス ナ ー を さ ら に 備 え
、 前 記 作 動 シ ス テ ム は 、 該 複 数 の 留 め 要 素 を 前 記 弁 尖 に 独 立 か つ 連 続 し て 展 開 し 得 る 、 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
外 部 真 空 源 を 利 用 す る た め の 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 で あ っ て ：
　 前 記 把 持 機 構 は 、 真 空 ポ ー ト を 備 え ；
　 前 記 作 動 シ ス テ ム は 、 該 真 空 ポ ー ト お よ び 該 真 空 源 の 両 方 と 流 体 連 絡 し ； そ し て 、
　 該 作 動 シ ス テ ム は 、 該 真 空 源 か ら の 真 空 力 を 該 真 空 ポ ー ト 選 択 的 に 制 限 ま た は
伝 達 し 得 ；
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　 そ れ に よ り 、 該 把 持 機 構 は 、 そ れ に 真 空 力 を 適 用 す る こ と に よ っ て 弁 尖 を 把 持 し 得 る 、
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 前 記 真 空 ポ ー ト は 、 少 な く と も １ つ の 真 空 翼 を 備 え 、 該
真 空 翼 は 、 そ れ に 装 着 さ れ た 弁 尖 を 支 持 し な が ら 、 該 真 空 ポ ー ト を 通 し て 真 空 力 を 指 向 さ
せ 得 る 、 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 真 空 ポ ー ト が 、 フ ァ ス ナ ー 掛 け 具 を 備 え 、 該 フ ァ ス ナ ー 掛 け 具 は 、 前 記 留 め 要 素 係
合 お よ び 保 持 し 得 る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
外 部 真 空 源 を 利 用 す る た め の 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 で あ っ て ：
　 前 記 把 持 機 構 は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 真 空 ポ ー ト を 備 え ；
　 前 記 作 動 シ ス テ ム は 、 該 真 空 ポ ー ト お よ び 該 真 空 源 と 流 体 連 絡 し ；
　 前 記 第 １ の 作 動 モ ー ド の 該 作 動 シ ス テ ム は 、 該 真 空 源 か ら の 真 空 力 を 該 第 １ の 真 空 ポ ー
ト 選 択 的 に 制 限 ま た は 伝 達 し 得 ； そ し て 、
　 前 記 第 ２ の 作 動 モ ー ド の 該 作 動 シ ス テ ム は 、 該 真 空 源 か ら の 真 空 力 を 該 第 ２ の 真 空 ポ ー
ト 選 択 的 に 制 限 ま た は 伝 達 し 得 ；
　 そ れ に よ り 、 該 把 持 機 構 は 、 そ れ に 真 空 力 を 適 用 す る こ と に よ っ て 、 個 々 の 弁 尖 を 独 立
か つ 連 続 的 に 把 持 し 得 る 、 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 で あ っ て ：
　 前 記 作 動 シ ス テ ム が 、 該 作 動 シ ス テ ム を 前 記 第 １ の 作 動 モ ー ド に 置 く 第 １ の 位 置 お よ び
該 作 動 シ ス テ ム を 前 記 第 ２ の 作 動 モ ー ド に 置 く 第 ２ の 位 置 に 配 置 さ れ 得 る ユ ー ザ 操 作 可 能
セ レ ク タ ー を 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 で あ っ て ：
　 前 記 作 動 シ ス テ ム が 、 真 空 力 が 選 択 さ れ た ポ ー ト に 伝 達 さ れ る 開 口 位 置 お よ び 該 真 空 力
が 該 ポ ー ト か ら 隔 絶 さ れ る 閉 鎖 位 置 を 有 す る ユ ー ザ 操 作 可 能 真 空 ア ク チ ュ エ ー タ を さ ら に
備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 作 動 シ ス テ ム が 、 前 記 留 め 要 素 を 展 開 し 得 る ユ ー ザ 操 作 可 能 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー
タ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ９ に 記 載 の 装 置 で あ っ て ：
　 前 記 セ レ ク タ ー が 、 前 記 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ に 接 続 さ れ 、 そ れ に よ り 、 該 セ レ ク
タ ー が 前 記 第 １ の 位 置 に あ る 場 合 、 該 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 第 １ の 留 め 要 素
に 接 続 さ れ て 、 こ れ を 展 開 し 得 ； そ し て 、
　 該 セ レ ク タ ー が 、 該 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ に 接 続 さ れ 、 そ れ に よ り 、 該 セ レ ク タ ー
が 前 記 第 ２ の 位 置 に あ る 場 合 、 該 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 第 ２ の 留 め 要 素 に 接
続 さ れ て 、 こ れ を 展 開 し 得 る 、 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 前 記 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ は 、 力 伝 達 機 に 接 続 さ
れ た ユ ー ザ 操 作 可 能 ト リ ガ ー シ ス テ ム を 備 え 、 そ し て 、 前 記 セ レ ク タ ー は 、 該 力 伝 達 機 を
前 記 第 １ ま た は 第 ２ の 止 め 要 素 に 選 択 的 に 接 続 す る 、 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 各 真 空 ポ ー ト が 、 少 な く と も １ つ の 真 空 翼 を 備 え 、 該 真
空 翼 は 、 そ れ に 装 着 さ れ た 弁 尖 を 支 持 し な が ら 、 前 記 真 空 ポ ー ト を 通 し て 前 記 真 空 力 を 指
向 さ せ 得 る 、 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
各 真 空 ポ ー ト が 、 フ ァ ス ナ ー 掛 け 具 を さ ら に 備 え 、 該 フ ァ ス ナ ー 掛 け 具 は 、 前 記 留 め 要 素
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係 合 お よ び 保 持 し 得 る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 展 開 可 能 な フ ァ ス ナ ー が 、 一 定 長 の 縫 合 材 料 を 備 え 、 そ し て 、 前 記 留 め 要 素 は 、 該 縫
合 材 料 の 反 対 の 端 部 に 接 続 さ れ た 針 を 備 え る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 作 動 シ ス テ ム が 、 前 記 留 め 要 素 を 展 開 し 得 る ユ ー ザ 操 作 可 能 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー
タ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 １ ５ に 記 載 の 装 置 で あ っ て ：
　 前 記 作 動 シ ス テ ム が 、 該 作 動 シ ス テ ム を 前 記 第 １ の 作 動 モ ー ド に 置 く 第 １ の 位 置 お よ び
該 作 動 シ ス テ ム を 前 記 第 ２ の 作 動 モ ー ド に 置 く 第 ２ の 位 置 に 配 置 さ れ 得 る ユ ー ザ 操 作 可 能
セ レ ク タ ー を 備 え 、
　 こ こ で 、 該 セ レ ク タ ー が 、 前 記 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ に 接 続 さ れ 、 そ れ に よ り 、 該
セ レ ク タ ー が 該 第 １ の 位 置 に あ る 場 合 、 該 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 第 １ の 留 め
要 素 に 接 続 さ れ て 、 こ れ を 展 開 し 得 ； そ し て 、
　 該 セ レ ク タ ー は 、 該 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ に 接 続 さ れ 、 そ れ に よ り 、 該 セ レ ク タ ー
が 前 記 第 ２ の 位 置 に あ る 場 合 、 該 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 第 ２ の 留 め 要 素 に 接
続 さ れ て 、 こ れ を 展 開 し 得 る 、 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ が 、 力 伝 達 機 に 接 続 さ れ た ト リ ガ ー 機 構 を 備 え 、 前 記 セ レ
ク タ ー が 、 該 力 伝 達 機 を 前 記 第 １ ま た は 第 ２ の 止 め 要 素 に 選 択 的 に 接 続 す る 、 請 求 項 １ ６
に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 展 開 可 能 な フ ァ ス ナ ー が 、 一 定 長 の 縫 合 材 料 を 備 え 、 そ し て 、 前 記 留 め 要 素 は 、 該 縫
合 材 料 の 反 対 の 端 部 に 接 続 さ れ た 針 を 備 え る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 展 開 可 能 な フ ァ ス ナ ー が 、 針 、 縫 合 糸 、 ス テ ー プ ル 、 ボ タ ン 、 組 織 把 持 器 、 組 織 把 握
器 、 お よ び と げ か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 展 開 可 能 な フ ァ ス ナ ー が 、 一 定 長 の 縫 合 材 料 を 備 え 、 そ し て 、 前 記 留 め 要 素 は 、 該 縫
合 材 料 の 反 対 の 端 部 に 接 続 さ れ た 針 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 以 下 ：
　 前 記 組 織 係 合 チ ッ プ に 連 絡 す る 細 長 本 体 ；
　 該 細 長 本 体 に 連 絡 す る ハ ン ド ル 部 分 ； お よ び 、
　 該 ハ ン ド ル に 接 続 さ れ た ユ ー ザ 操 作 可 能 セ レ ク タ ー を 備 え 、 前 記 作 動 シ ス テ ム を 前 記 第
１ の 作 動 モ ー ド に 置 く 第 １ の 位 置 お よ び 該 作 動 シ ス テ ム を 前 記 第 ２ の 作 動 モ ー ド に 置 く 第
２ の 位 置 に 配 置 さ れ 得 る ユ ー ザ 操 作 可 能 セ レ ク タ ー 、
を さ ら に 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 細 長 本 体 が 、 剛 性 で あ る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 細 長 本 体 が 、 可 撓 性 で あ る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 細 長 本 体 が 、 そ の 中 に 少 な く と も １ つ の 導 管 を 備 え る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
複 数 の 弁 尖 を 有 す る 心 臓 弁 を 修 復 す る た め の 装 置 で あ っ て 、 以 下 ：
　 弁 尖 係 合 チ ッ プ ；
　 該 弁 尖 係 合 チ ッ プ 上 に 配 置 さ れ た 尖 把 持 機 構 ；
　 該 弁 尖 係 合 チ ッ プ 上 に 配 置 さ れ た 少 な く と も １ つ の 展 開 可 能 な フ ァ ス ナ ー で あ っ て 、 少
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な く と も ２ つ の 留 め 要 素 を 備 え る 、 展 開 可 能 な フ ァ ス ナ ー ； お よ び
　 該 把 持 機 構 お よ び 該 フ ァ ス ナ ー と 連 絡 す る 作 動 シ ス テ ム で あ っ て 、 少 な く と も ２ つ の 作
動 モ ー ド を 有 す る 、 作 動 シ ス テ ム ；
を 備 え る 、 装 置 で あ っ て 、
　 こ こ で 、 第 １ の 作 動 モ ー ド の 該 作 動 シ ス テ ム に よ り 、 持 機 構 は 、 第 １ の 弁 尖 を 把 持
し 、 第 １ の 留 め 要 素 を 該 第 １ の 弁 尖 に 展 開 し 、 続 い て 、 該 持 機 構 は 、 該 第 １ の 弁 尖 を 解
放 し 得 ；
　 第 ２ の 作 動 モ ー ド の 該 作 動 シ ス テ ム に よ り 、 持 機 構 は 、 第 ２ の 弁 尖 を 把 持 し 、 第 ２
の 留 め 要 素 を 該 第 ２ の 弁 尖 に 展 開 し 、 続 い て 、 該 持 機 構 は 、 該 第 ２ の 弁 尖 を 解 放 し 得 ；
そ し て 、
　 該 作 動 シ ス テ ム を 、 該 第 １ お よ び 第 ２ の 作 動 モ ー ド で 、 独 立 か つ 連 続 し て 操 作 し 得 る 、
装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 複 数 の 留 め 要 素 を 有 す る 複 数 の フ ァ ス ナ ー を さ ら に 備
え 、 こ こ で 、 前 記 作 動 シ ス テ ム は 、 該 複 数 の 留 め 要 素 を 複 数 の 弁 尖 へ 独 立 か つ 連 続 的 に 展
開 し 得 る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
外 部 真 空 源 を 利 用 す る た め の 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 装 置 で あ っ て ：
　 把 持 機 構 は 、 真 空 ポ ー ト を 備 え ；
　 前 記 作 動 シ ス テ ム は 、 該 真 空 ポ ー ト お よ び 該 真 空 源 と 流 体 連 絡 し ； そ し て 、
　 該 作 動 シ ス テ ム は 、 該 真 空 源 お よ び 各 真 空 ポ ー ト か ら の 真 空 力 を 独 立 か つ 連 続 し て 制 限
ま た は 伝 達 し 得 ；
　 そ れ に よ り 、 各 は 、 そ れ に 真 空 力 を 適 用 す る こ と に よ っ て 個 々 の 弁 尖 を 独 立
か つ 連 続 的 に 把 持 し 得 る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 装 置 で あ っ て ：
　 前 記 作 動 シ ス テ ム が 、 該 作 動 シ ス テ ム を 前 記 第 １ の 作 動 モ ー ド に 置 く 第 １ の 位 置 お よ び
該 作 動 シ ス テ ム を 前 記 第 ２ の 作 動 モ ー ド に 置 く 第 ２ の 位 置 に 配 置 さ れ 得 る ユ ー ザ 操 作 可 能
セ レ ク タ ー を 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 装 置 で あ っ て ：
　 前 記 作 動 シ ス テ ム が 、 真 空 力 が 選 択 さ れ た ポ ー ト に 伝 達 さ れ る 開 口 位 置 お よ び 該 真 空 力
が 該 ポ ー ト か ら 隔 絶 さ れ る 閉 鎖 位 置 を 有 す る ユ ー ザ 操 作 可 能 真 空 ア ク チ ュ エ ー タ を さ ら に
備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 作 動 シ ス テ ム が 、 前 記 留 め 要 素 を 展 開 し 得 る ユ ー ザ 操 作 可 能 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー
タ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 装 置 で あ っ て ：
　 前 記 セ レ ク タ ー が 、 前 記 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ に 接 続 さ れ 、 そ れ に よ り 、 該 セ レ ク
タ ー が 前 記 第 １ の 位 置 に あ る 場 合 、 該 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 第 １ の 留 め 要 素
に 接 続 さ れ て 、 こ れ を 展 開 し 得 ； そ し て 、
　 該 セ レ ク タ ー は 、 該 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ に 接 続 さ れ 、 そ れ に よ り 、 該 セ レ ク タ ー
が 前 記 第 ２ の 位 置 に あ る 場 合 、 該 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 第 ２ の 留 め 要 素 に 接
続 さ れ て 、 こ れ を 展 開 し 得 る 、 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
請 求 項 ３ １ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 前 記 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ は 、 力 伝 達 機 に 接 続 さ
れ た ユ ー ザ 操 作 可 能 ト リ ガ ー 機 構 を 備 え 、 そ し て 、 前 記 セ レ ク タ ー は 、 該 力 伝 達 機 を 前 記
第 １ ま た は 第 ２ の 止 め 要 素 に 選 択 的 に 接 続 す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
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請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 各 ポ ー ト が 、 少 な く と も １ つ の 真 空 翼 を 備 え 、 該 真 空
翼 は 、 そ れ に 装 着 さ れ た 弁 尖 を 支 持 し な が ら 、 前 記 真 空 ポ ー ト を 通 し て 前 記 真 空 力 を 指 向
さ せ 得 る 、 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
各 真 空 ポ ー ト が 、 フ ァ ス ナ ー 掛 け 具 を さ ら に 備 え 、 該 フ ァ ス ナ ー 掛 け 具 は 、 前 記 留 め 要 素

係 合 お よ び 保 持 し 得 る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
前 記 展 開 可 能 な フ ァ ス ナ ー が 、 一 定 長 の 縫 合 材 料 を 備 え 、 そ し て 、 前 記 留 め 要 素 は 、 該 縫
合 材 料 の 反 対 の 端 部 に 接 続 さ れ た 針 を 備 え る 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
前 記 作 動 シ ス テ ム が 、 前 記 留 め 要 素 を 展 開 し 得 る ユ ー ザ 操 作 可 能 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー
タ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 装 置 で あ っ て ：
　 前 記 作 動 シ ス テ ム が 、 該 作 動 シ ス テ ム を 前 記 第 １ の 作 動 モ ー ド に 置 く 第 １ の 位 置 お よ び
該 作 動 シ ス テ ム を 前 記 第 ２ の 作 動 モ ー ド に 置 く 第 ２ の 位 置 に 配 置 さ れ 得 る ユ ー ザ 操 作 可 能
セ レ ク タ ー を 備 え 、
　 こ こ で 、 該 セ レ ク タ ー は 、 前 記 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ に 接 続 さ れ 、 そ れ に よ り 、 該
セ レ ク タ ー が 該 第 １ の 位 置 に あ る 場 合 、 該 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ は 、 第 １ の 留 め 要 素
に 接 続 さ れ て 、 こ れ を 展 開 し 得 ； そ し て 、
　 該 セ レ ク タ ー が 、 該 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ に 接 続 さ れ 、 そ れ に よ り 、 該 セ レ ク タ ー
が 前 記 第 ２ の 位 置 に あ る 場 合 、 該 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ は 、 第 ２ の 留 め 要 素 に 接 続 さ
れ て 、 こ れ を 展 開 し 得 る 、 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
前 記 フ ァ ス ナ ー ア ク チ ュ エ ー タ が 、 力 伝 達 機 に 接 続 さ れ た ト リ ガ ー 機 構 を 備 え 、 前 記 セ レ
ク タ ー が 、 該 力 伝 達 機 を 前 記 第 １ ま た は 第 ２ の 止 め 要 素 に 選 択 的 に 接 続 す る 、 請 求 項 ３ ７
に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
前 記 展 開 可 能 な フ ァ ス ナ ー が 、 一 定 長 の 縫 合 材 料 を 備 え 、 そ し て 、 前 記 留 め 要 素 は 、 該 縫
合 材 料 の 反 対 の 端 部 に 接 続 さ れ た 針 を 備 え る 、 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
前 記 展 開 可 能 な フ ァ ス ナ ー が 、 針 、 縫 合 糸 、 ス テ ー プ ル 、 ボ タ ン 、 組 織 把 持 器 、 組 織 把 握
器 、 お よ び と げ か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ １ 】
前 記 展 開 可 能 な フ ァ ス ナ ー が 、 一 定 長 の 縫 合 材 料 を 備 え 、 そ し て 、 前 記 留 め 要 素 は 、 該 縫
合 材 料 の 反 対 の 端 部 に 接 続 さ れ た 針 を 備 え る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
複 数 の 弁 尖 を 有 す る 心 臓 弁 を 修 復 す る で あ っ て 、 以 下 ：
　 修 復 デ バ イ ス に よ り 第 １ の 弁 尖 を 安 定 化 さ せ る ；
　 第 １ の 留 め 要 素 を 該 安 定 化 さ れ た 第 １ の 弁 尖 に 展 開 す る ；
　 該 第 １ の 留 め 要 素 を 該 修 復 デ バ イ ス の 中 に 展 開 さ せ な が ら 、 該 修 復 デ バ イ ス か ら 該 第 １
の 弁 尖 を 離 す ；
　 該 修 復 デ バ イ ス に よ り 第 ２ の 弁 尖 を 安 定 化 さ せ る ；
　 第 ２ の 留 め 要 素 を 該 第 ２ の 弁 尖 に 展 開 す る ；
　 該 第 ２ の 留 め 要 素 を 該 修 復 デ バ イ ス の 中 に 展 開 さ せ な が ら 、 該 修 復 デ バ イ ス か ら 該 第 ２
の 弁 尖 を 離 す ； な ら び に
　 該 第 １ の 留 め 要 素 と 第 ２ の 留 め 要 素 と の 間 の 距 離 を 減 少 さ せ る こ と に よ っ て 、 該 第 １ お
よ び 第 ２ の 弁 尖 を 結 合 す る 、
を 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
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前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 弁 尖 を 真 空 力 に よ り 制 御 可 能 的 か つ 選 択 的 に 安 定 化 さ せ る
を さ ら に 、 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の 。

【 請 求 項 ４ ４ 】
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 留 め 要 素 が 、 １ 片 の 縫 合 材 料 の 部 分 で あ り 、 こ こ で 、 前 記 第 １ の 留
め 要 素 と 第 ２ の 留 め 要 素 と の 間 の 距 離 を 減 少 さ せ る が 、 該 縫 合 材 料 を 結 び 目 へ
と 結 ぶ 、 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
前 記 修 復 デ バ イ ス の 遠 位 端 の 周 り の 流 体 圧 を モ ニ タ リ ン グ す る こ と に よ っ て 、 前 記 弁 尖 に
対 す る 該 修 復 デ バ イ ス の 位 置 を 調 整 す る を さ ら に 、 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の

。
【 請 求 項 ４ ６ 】
前 記 が 、 前 記 修 復 デ バ イ ス の 遠 位 端 が 心 房 心 室 接 合 点 中 に あ る 場 合 に 実 行 さ れ 、 こ こ
で 、 前 記 モ ニ タ リ ン グ が 、 隣 接 す る 心 室 と 隣 接 す る 心 房 と の 間 の 血 圧 差 を
観 察 す る 、 請 求 項 ４ ５ に 記 載 の 。
【 請 求 項 ４ ７ 】

　
　

　
　
　

　

【 請 求 項 ４ ８ 】

【 請 求 項 ４ ９ 】

【 請 求 項 ５ ０ 】

【 請 求 項 ５ １ 】

【 請 求 項 ５ ２ 】
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調 整
す る た め の 手 段

た め の 手 段 を 備 え る よ う に 構 成 さ れ た 装 置

患 者 の 身 体 内 の 組 織 を 処 理 す る た め の 装 置 で あ っ て 、 該 装 置 が 以 下 ：
遠 位 端 部 分 お よ び 近 位 端 部 分 を 有 す る 、 ほ ぼ 細 長 な カ テ ー テ ル ；
組 織 を 把 持 お よ び 解 放 す る よ う に 構 成 さ れ た 組 織 把 持 装 置 で あ っ て 、 該 組 織 把 持 装 置 が

、 該 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 部 分 上 に 位 置 す る 、 組 織 把 持 装 置 ；
該 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 部 分 上 に 位 置 す る 、 第 １ の 組 織 留 め 装 置 ；
該 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 部 分 上 に 位 置 す る 、 第 ２ の 組 織 留 め 装 置 ；
組 織 把 持 装 置 制 御 器 で あ っ て 、 該 第 １ の 組 織 留 め 装 置 ま た は 該 第 ２ の 組 織 留 め 装 置 の 展

開 と は 独 立 し て 、 組 織 を 把 持 す る た め に 該 組 織 把 持 装 置 を 作 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 、
組 織 把 持 装 置 制 御 器 ；

組 織 留 め 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ で あ っ て 、 該 第 １ の 組 織 留 め 装 置 お よ び 該 第 ２ の 組 織 留 め
装 置 の 展 開 を 独 立 し て 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 該 第 ２ の 組 織 留 め 装 置 を
同 時 に 展 開 す る こ と な く 、 該 第 １ の 組 織 留 め 装 置 が 展 開 さ れ 得 る 、 組 織 留 め 装 置 ア ク チ ュ
エ ー タ 、
を 備 え る 、 装 置 。

前 記 組 織 把 持 装 置 が 、 少 な く と も １ つ の 真 空 ポ ー ト を 備 え る 真 空 ポ ー ト ア セ ン ブ リ を 備 え
る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 装 置 。

前 記 真 空 ポ ー ト が 、 前 記 カ テ ー テ ル の 第 １ の 側 面 上 に 位 置 付 け ら れ 、 そ し て 該 カ テ ー テ ル
が 、 該 カ テ ー テ ル の 第 ２ の 側 面 に 真 空 を 同 時 に 提 供 す る こ と な く 、 該 カ テ ー テ ル の 第 １ の
側 面 に 真 空 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の 装 置 。

前 記 真 空 ポ ー ト ア セ ン ブ リ が 、 第 １ の 真 空 ポ ー ト お よ び 第 ２ の 真 空 ポ ー ト を 備 え 、 そ し て
前 記 組 織 把 持 装 置 制 御 器 が 、 該 第 ２ の 真 空 ポ ー ト に 真 空 を 同 時 に 提 供 す る こ と な く 、 該 第
１ の 真 空 ポ ー ト に 真 空 を 選 択 的 に 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ た 真 空 制 御 器 を 備 え る 、 請 求 項
４ ９ に 記 載 の 装 置 。

前 記 真 空 制 御 器 が 、 前 記 第 １ の 真 空 ポ ー ト に 真 空 を 同 時 に 提 供 す る こ と な く 、 前 記 第 ２ の
真 空 ポ ー ト に 真 空 を 選 択 的 に 提 供 す る よ う に さ ら に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の
装 置 。

前 記 真 空 制 御 器 が 、 さ ら に 、 前 記 第 ２ の 真 空 ポ ー ト お よ び 前 記 第 １ の 真 空 ポ ー ト に 同 時 に
真 空 を 選 択 的 に 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 装 置 。
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